
藤沢市議 神尾江里氏「市政報告会」での環境講座報告

使用教材
と感想

ご依頼内容
【対象者】
環境問題に関心を持つ方等、20名

【内 容】
「環境とお財布にやさしい食品ロス削減に
ついて」45分
①食材が手元に届くまで
②食品ロスの現状

③食品ロスを減らすには？

2022年7月31日

現代の食材には輸送などにエネルギーが多く使われており、食品ロスはエネ
ルギーのムダにもつながっていることを、白地図やクイズで確認しました。
そして、神尾氏提供の資料により、藤沢市の食品ロスの現状を提起しました。
ロス削減の具体策はワークシートに各自書いてもらい、様々な知恵を共有す
る形でまとめました。参加者からは「タイムリーな話題で良かった」との感
想をいただきました。

ワークシート



南房総市立千倉小学校環境学習会 報告

使用教材
と感想

ご依頼内容
【対象者】
小学5年生、54名
【内 容】
「海洋汚染（プラスチック）について」
①海洋汚染の現状
②人間の活動が海洋汚染の原因である

③豊かな海を守るためにできること

2022年7月5日

海岸に流れ着いたくじらや網に絡まったウミガメの写真、海洋プラごみの現
物を見せたり、クイズ、ワークなどを講師が組み立てて実施しました。
講座後のアンケートには「ごみの多さに驚いた。人間が出したごみで生き物
が苦しんでかわいそう。自分ができることを探して今日からやりたい。」
などとあり、しっかりと受け止めてくれたと思います。

5年生を対象に、環境の講座を実施（昨年度の実施時4年生だった児童）

グループワークの様子
海洋プラスチックごみ

について考えよう



横浜市立川上小学校 SDGｓの授業
「つくる責任 つかう責任～チョコレートの現場から」

2021年１２月２日、横浜市立川上小学校５年生６０人を
対象に、SDGｓの１２番「つくる責任 つかう責任」を学
習する授業を実施しました。

子どもに身近なチョコレートを題
材として、児童労働の現状を実感
してもらいました。より良い社会
のために、消費者が情報を読み
取り、商品を選んで買うことの意
味と責任を伝えました。

受講者
の感想

実施時間 13：40～14：20
①３種類のチョコレートの名前、価格、重
さの情報で１個を選ぶ。
②カカオの生産現場を写真で知る。
③パッケージ裏に書かれた情報を読む。
児童労働解決の取組として寄付とフェ
アトレードをロールプレイで理解する。
④学びを踏まえて改めて１個を選ぶ。
イギリスのスーパーでのFT商品の普及
を知り、消費のもつ力と責任を理解する。

・私たちは普通に学校に行っていても学校に行くことが当たり前ではないことがわかった。
・今までは自分たちのことばかり考えていたから、これからは生産者のことを考えたい。
・量とお金で決めずにフェアトレードのマークを見てきめるようにしたらいいと思った。





レイモンド学園 企業と連携した環境授業
（高学年） とＣサポ講座（低学年）の報告

受講者
の感想

2021年2月26日、アメリカンスクールのレイモン
ド学園（横浜市）計19名（低学年6名高学年13名）
に、各家庭とのオンラインにより環境授業を実施
しました。

inオンライン講座

・ぼくはペットボトルをリサイクルすることと、魚や森林を大切にしたいと思った（低）。
・環境にやさしい再生可能な製品を使用することで地球の為にできることがある（高）。
・自然の大切さをまなびました、意識してリサイクルできる製品を購入したり、エコバッ
クを使うなど、自然を大切にしていきたい（高）。

オンライン講座を行っている様子 ▶

低学年には、Cサポ人形が語りかけるスタ
イルにしたり、高学年にはあらかじめ配布
しておいたリサイクル素材の教材を工作し
たりして、オンラインならではの工夫をしま
した。


